
シルバーだより 令和元年 9月

『風
雅
に
空
へ
』

た
つ
の
支
部

高

卿

　

仁

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
お
世

話
に
な

っ
て
、
二
年
を
少
し
過
ぎ
た

ば
か
り
の
ま
だ
ま
だ
ほ
や
ほ
や
で
す

が
、

い
ろ
い
ろ
な
業
務
で
多
く
の
先

輩

の
皆
さ
ん
に
御
世
話

い
た
だ
き
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

趣
味
と

い
う
よ
り
、
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
と

い
う

べ
き
か
、

「
凧
づ
く
り
」

は
も
う
始
め
て
三
十
数
年
で
し
ょ
う

か
？
薮
か
ら
竹
を
切

っ
て
乾
燥
。
竹

割
り
、
削
り
、
書
き
た

い
絵

の
下
絵

作
り
か
ら
始
め
て
、
和
紙

へ
の
線
描
、

彩
色
、
骨
組
貼
り
、
糸
目
つ
け
、
試

し
揚
げ
。
こ
れ
で
や
っ
と
大
会

へ
持

参
。
と
こ
ろ
で
、
最
近
は
、
絵
の
方

は

「美
人
画
」
が
主
で
、
題
材
探
し
、

画
家
の
略
歴
調
べ
も
楽
し
い
時
間
。

美
人
画
家
と
し
て
は
、
江
戸
、
明
治

～
昭
和
の
代
表
す
る
浮
世
絵
、
日
本

画
で
、
北
斎
、
暁
斎
、
清
方
、
松
園
、

深
水
、
華
宵
、
大
三
郎
、
等
々
の
画

家
達
の
大
首
絵
を
和
紙

一
杯
に
描
き
、

大
空

へ
飛
翔
し
た
凧
を
見
る
と
気
分

も
高
揚
し
て
、
自
分
が
空
を
飛
ん
で

い
る
気
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

と
も
あ
れ
、
各
地
の
凧
揚
げ
大
会

に
参
加
す
る
に
は
、
先
立
つ
も
の
が

必
要
で
す
。
い
た
だ
い
た
資
金
は
、

遠
征
費
の

一
部
に
。
今
後
と
も
皆
様

と
ご

一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思

っ
て
お
り
ま
す
。

会
員
あ
っ
て
の
「私
」

揖
爆

羹

所

橋

本

佳

定

六
年
前
堀
本
揖
保
川
事
業
所
長
よ

り
、
ア
ク
ア
ホ
ー
ル
管
理
業
務
を
命

じ
ら
れ
て
、
揖
保
川
事
業
所
代
表
理

事
に
な
り
、
昨
年
シ
ル
バ
ー
五
年
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。
四
年
で
辞
め
る

予
定
だ

っ
た
理
事
。
私
の
若

い
頃
は

七
〇
歳
を
越
え
る
と
後
進
に
道
を
譲

る
事
が
常
識
で
し
た
が
、

「
六
九
歳

で
ま
だ
若

い
」
と

の
事

で
後
二
年
間

受
け
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

会
員
あ

っ
て
の
私
で
あ
る
と
の
信

念
を
忘
れ
ず
五
年
理
事
を
務
め
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
当
初
は
シ
ル
バ
ー

会
員
数
が
千
人
を
越
え
る
状
況
で
し

た
が
、
現
在
は
八
百
人
余
り
の
数
で

す
。私

た
ち
の
頃
は
、
五
五
歳
定
年
で

し
た
が
、
現
在
は
六
〇
歳
定
年
で
再

一雇
用
。
六
五
歳
で
年
金
生
活
者
に
国

民
年
金
だ
け
の
シ
ル
バ
ー
会
員
の
皆

さ
ん
。
事
務
局
も
大
変
で
す
。
事
務

局
あ

っ
て
の
シ
ル
バ
ー
で
す
。

高
齢
者
に
よ
る
交
通
事
故
、
免
許

の
返
納
問
題
等
連
日
テ
レ
ビ
で
放
送

さ
れ

て

い
ま
す

が
、

「
日

々
是
好

日
」
の
日
々
を
過
ご
し
た

い
と
思

い

ま
す
。

新
舞
子
観
光
駐
車
場

料
金
徴
収
の
仕
事

御
津
事
業
所
　
誓
川
柚
‐Ｔ　
　
』卓

日
頃
よ
り
御
津
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
お
世
話
に
な
り
、
後
期
高

齢
者
に
な

っ
て
も
日
々
楽
し
く
送
れ

て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

平
成
３‐
年
春
、
家
庭
菜
園
や
老
人

ク
ラ
ブ
世
話
役
等
を
し
て
い
た
が
、

他
に
何
か
生
き
が
い
の
あ
る
活
動
を
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